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赤ちゃんのなまえ 親の氏名 行政区

公
民
館
に
て
「
集
落
営
農
推

進
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
村

民
ら
が
今
後
の
農
業
経
営
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

農
家
の
住
民
や
農
業
関
係
団

体
な
ど
約
80
人
が
出
席
し
た
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、(

財)

福
島
県
農
業
振

興
公
社
の
片
平
純
参
事
兼
農
地

調
整
課
長
が
、「
集
落
営
農
の
確

立
に
向
け
て
」
と
題
し
て
講
演
さ

れ
た
ほ
か
、
集
落
法
人
の
取
組
み

を
紹
介
し
た
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ

ま
し
た
。

村
で
は
、
12
月
上
旬
か
ら
中
旬

に
か
け
て
、
全
行
政
区
を
対
象
に

集
落
営
農
に
関
す
る
説
明
会
を
実

施
し
ま
す
。

村
の
う
ご
き

村
の
う
ご
き 
村
の
う
ご
き 

氏　　　名 年　齢 行政区

現在の人口は、平成12年国勢調
査の結果を基に、県が毎月公表して
います。
このたび国勢調査が行われ、今後
はその集計結果を基に作成・公表さ
れます。集計結果は12月下旬に公表
される予定です。

昨
年
８
月
に
貫
通
し
た
芦

原
地
区
の
「
石
ポ
ロ
坂
ト
ン

ネ
ル
（
全
長
６
４
７
�
」。

ト
ン
ネ
ル
内
部
や
周
辺
の
工

事
が
全
て
終
了
し
、
現
地
で

開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
開
通
式
は
、
石
ポ
ロ

坂
ト
ン
ネ
ル
開
通
式
実
行
委

員
会
（
渡
辺
一
成
実
行
委
員

長
）
が
主
催
し
た
も
の
で
、

近
隣
自
治
体
や
県
の
関
係

者
、
地
権
者
、
工
事
施
工
業

者
な
ど
約
70
人
が
出
席
。

開
通
式
で
は
、
は
じ
め
に

神
事
が
と
り
行
わ
れ
、
関
係

者
ら
が
神
前
に
玉
串
を
奉
奠

し
ま
し
た
。

続
い
て
、
県
の
蛭
田
公
雄

土
木
部
長
が
、「
今
回
の
ト

ン
ネ
ル
整
備
に
よ
っ
て
、
地

域
間
の
連
携
が
強
化
さ
れ
る

と
と
も
に
、
個
性
と
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
が
一
層
図
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」

と
、
佐
藤
県
知
事
の
式
辞
を

代
読
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
関
係
者
ら
が
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
を
開

き
、
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
を
祝

い
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
は
、
県
が
緊

急
地
方
道
整
備
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
だ
、
延
長
１
３
２

０
�
（
ト
ン
ネ
ル
含
む
）
の

道
路
改
良
で
、
総
工
費
約
21

億
円
を
か
け
て
進
め
て
き
ま

し
た
。

村
内
の
ト
ン
ネ
ル
整
備
は

今
回
が
初
め
て
で
す
。

ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
、

特
に
冬
期
間
で
の
通
行
の
安

全
確
保
や
、
相
馬
地
方
と
県

北
地
方
と
の
連
携
強
化
よ
る

産
業
振
興
や
地
域
活
性
化
な

ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

計画概要
○事業名：緊急地方道整備事業
○事業区間：（自）飯舘村八木沢

（至）飯舘村芦原
○延長：Ｌ＝1,320�
○主要構造物：石ポロ坂トンネル（Ｌ＝647�）
○総事業費：約21億円（内トンネル約16億円）
○道路区分：第３種第３級

さ
ん
（
大
久
保
・
外
内
）
に
、

永
年
勤
続
農
業
委
員
表
彰
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

赤
石
澤
さ
ん
は
、
３
期
12

年
に
わ
た
り
村
農
業
委
員
と

し
て
村
の
農
業
振
興
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
３
期
目
に
は
委
員

会
の
会
長
職
務
代
理
者
も
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
は
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

福
島
市
内
で
開
催
さ
れ
た

「
第
50
回
福
島
県
下
農
業
委

員
大
会
」
で
、
赤
石
澤
一
彦


